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国
後
乗
艦

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
一
月
、
小
雨
降
る
舞
鶴

軍
港
埠
頭
で
、
出
迎
え
の
短
艇
に
同
僚
と
共
に
乗
艇
、
生

ま
れ
て
初
め
て
の
艦
内
生
活
が
始
ま
る
。
艦
は
艤
装
を
終

え
て
間
も
な
い
軍
艦
「
国
後
」
で
あ
る
。
航
海
学
校
普
通

科
信
号
術
練
習
生
を
卒
業
し
て
、
い
よ
い
よ
配
属
先
が
発

表
さ
れ
た
。

当
時
、
軍
艦
「
国
後
」
と
は
い
か
な
る
軍
艦
か
と
心
弾

ま
せ
な
が
ら
赴
任
し
た
も
の
の
、
呉
や
横
須
賀
で
垣
間
見

た
「
大
和
」
や
「
武
蔵
」
の
大
艦
と
は
違
い
、「
国
後
」

の
僅
か
千
ト
ン
足
ら
ず
の
勇
姿
に
一
層
の
闘
志
が
沸
い
て

く
る
。

乗
艦
し
て
間
も
無
く
横
須
賀
に
回
航
と
な
っ
た
。
途
中

た
ま
た
ま
低
気
圧
に
遭
遇
し
、
長
い
陸
上
の
生
活
に
慣
れ

て
い
た
我
が
身
は
、
船
酔
い
で
相
当
に
こ
た
え
た
。
そ
し

ほ
ん
ろ
う

て
次
々
に
襲
い
か
か
る
怒
涛
に
翻
弄
さ
れ
る
小
艦
艇
の
味

わ
い
を
十
分
に
た
ん
の
う
す
る
航
海
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
昭
和
十
六
年
春
、
南
シ
ナ
海
の
海
南
島
で
行

に
ゅ
う
き
ょ

動
し
、
同
年
十
月
内
地
へ
帰
港
、
鶴
見
造
船
所
に
入
渠
し

た
。

臨
戦
準
備

間
も
無
く
鶴
見
造
船
所
で
の
整
備
も
終
わ
り
、
横
須
賀

に
帰
港
し
て
大
湊
に
入
港
、
こ
こ
で
臨
戦
準
備
を
完
了
し

て
、
こ
こ
か
ら
は
一
路
北
上
を
開
始
し
た
。
こ
の
間
、
日
々

気
温
は
下
り
、
つ
い
先
ご
ろ
ま
で
猛
暑
の
熱
帯
地
方
よ
り

帰
還
し
た
体
に
は
相
当
に
応
え
る
。

十
一
月
初
め
、
北
海
道
の
小
樽
港
や
厚
岸
港
な
ど
に
寄

港
し
て
、
生
鮮
食
料
を
満
載
し
て
北
上
、
や
が
て
千
島
列

島
の
択
捉
島
の
単
冠
湾
に
入
港
と
な
っ
た
。
初
め
て
見
る

が

が

北
海
の
景
色
、
寂
寞
と
し
た
湾
内
、
峨
々
と
し
た
山
々
、

ひ
ょ
う
び
ょ
う

雪
に
覆
わ
れ
た
島
の
風
景
に
は
、

縹
渺
と
し
た
北
海
の

果
て
に
は
何
の
潤
い
も
な
く
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
る
。

開

戦

連
日
の
荒
天
、
縹
渺
と
し
た
湾
内
に
一
艦
ま
た
一
艦
と
、
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戦
艦「
陸
奥
」を
筆
頭
に
空
母
六
隻
、
さ
ら
に
巡
洋
艦
等
々
、

我
が
日
本
海
軍
機
動
部
隊
の
精
鋭
が
続
々
と
集
結
し
、
そ

の
威
容
は
ま
さ
に
圧
巻
で
あ
っ
た
。

我
が
「
国
後
」
は
哨
戒
艦
と
し
て
任
務
に
就
く
。
機
動

部
隊
の
隠
密
行
動
が
、
他
に
察
知
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
、
付
近
海
域
を
哨
戒
し
、
特
に
ソ
連
の
艦
船
の
近

づ
く
こ
と
を
厳
に
警
戒
し
臨
検
等
を
行
っ
た
。
や
が
て
十

一
月
二
十
九
日
ご
ろ
よ
り
機
動
部
隊
は
次
々
と
出
撃
、「
国

後
」
も
北
方
海
域
へ
向
か
っ
て
北
上
し
、
十
二
月
八
日
未

明
、
艦
長
久
保
田
智
海
軍
大
佐
（
後
日
、
艦
長
交
代
し
て

北
村
当
美
雄
大
佐
）
の
「
米
英
蘭
と
の
開
戦
」
の
旨
の
訓

示
が
あ
つ
た
。

一
方
、
先
の
我
が
機
動
部
隊
が
「
現
在
、
ハ
ワ
イ
島
、

オ
ア
フ
島
等
を
空
襲
中
」
と
の
発
表
が
あ
り
、
乗
組
員
一

同
、
武
者
振
る
い
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
後
退
艦

北
方
行
動
に
従
事
す
る
こ
と
十
四
カ
月
、
真
冬
の
北
海

で
の
越
年
を
経
験
し
、
横
須
賀
海
軍
航
海
学
校
へ
高
等
科

気
象
学
練
習
生
と
し
て
入
校
す
る
た
め
昭
和
十
八
年
一
月

に
「
国
後
」
を
退
艦
し
た
。
思
え
ば
北
洋
の
哨
戒
任
務
は

筆
舌
に
書
き
尽
く
せ
ぬ
辛
苦
の
連
続
で
あ
っ
た
。

毎
日
、
昼
夜
を
問
わ
ず
荒
天
し
て
い
る
海
、
い
か
な
る

海
の
猛
者
共
も
飽
き
飽
き
の
連
日
、
東
は
キ
ス
カ
島
や
ア

ッ
ツ
島
、
ダ
ッ
チ
ハ
ー
バ
ー
海
峡
等
々
、
西
緯
一
七
〇
度

線
よ
り
北
緯
五
〇
度
線
付
近
の
海
域
は
、「
国
後
」
の
行

動
範
囲
で
あ
っ
た
。

北
千
島
と
い
え
ば
十
月
よ
り
翌
年
五
月
ご
ろ
ま
で
悪
天

候
の
連
続
で
あ
る
。
一
週
間
の
う
ち
五
日
間
は
悪
天
候
で

あ
る
。
低
気
圧
の
墓
場
と
い
わ
れ
て
お
り
、
後
の
二
日
間

は
静
か
と
い
っ
て
も
、
風
速
計
は
い
つ
も
一
二
、
三
メ
ー

ト
ル
を
示
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
、

思
い
出
の
中
に
風
速
六
〇
メ
ー
ト
ル
を
経
験
し
た
り
、

随
分
と
危
険
な
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
僚
艦
の
マ
ス
ト
が

う
ね
り
の
谷
間
に
入
っ
た
。
見
え
な
く
な
り
、
そ
の
う
ね

り
の
大
き
さ
も
想
像
さ
れ
、
ま
た
艦
の
傾
斜
が
片
舷
四
五

度
近
く
に
も
及
ん
で
、
本
当
に
こ
れ
が
最
後
か
と
覚
悟
を

決
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い

出
と
な
っ
て
い
る
。
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龍
田
乗
艦

昭
和
十
八
年
八
月
、
海
軍
航
海
学
校
高
等
科
気
象
学
練

習
生
を
卒
業
し
、
一
旦
、
舞
鶴
海
軍
航
空
隊
を
経
て
、
巡

洋
艦
「
龍
田
」
に
配
属
と
な
り
、
赴
任
の
た
め
呉
へ
向
か

っ
た
。
し
か
し
呉
で
は
既
に
「
龍
田
」
は
出
撃
後
で
あ
り
、

巡
洋
艦
「
熊
野
」
に
便
乗
し
て
ト
ラ
ッ
ク
島
へ
向
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
も
い
る
は
ず
の
「
龍
田
」
は
内
地
へ

向
か
っ
た
後
で
あ
り
、
同
島
の
警
備
隊
へ
仮
入
隊
の
羽
目

と
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
容
易
に
警
備
隊
よ
り
は
抜

け
ら
れ
な
い
様
子
が
伺
わ
れ
た
た
め
、
各
方
面
へ
種
々
交

渉
の
結
果
、
折
り
し
も
空
母
「
翔
鶴
」
に
便
乗
を
許
さ
れ
、

よ
う
や
く
一
安
堵
し
た
。

や
が
て
横
須
賀
に
無
事
入
港
、
舞
鶴
海
兵
団
を
経
て
、

再
び
呉
軍
港
に
た
ど
り
着
き
、
よ
う
や
く
「
龍
田
」
に
乗

艦
で
き
た
。
こ
の
間
、
約
一
カ
月
間
を
費
や
し
て
の
乗
り

組
み
で
あ
っ
た
。

輸
送
船
団
の
護
衛

昭
和
十
九
年
三
月
十
一
日
、
木
更
津
沖
を
抜
錨
、
輸
送

船
団
と
護
衛
艦
艇
を
含
め
総
数
約
二
十
隻
の
大
船
団
を
組

み
、
一
路
ト
ラ
ッ
ク
島
へ
向
け
堂
々
の
出
撃
で
あ
っ
た
。

し
か
し
輸
送
船
の
船
足
は
遅
く
、
僅
か
に
六
ノ
ッ
ト
、
我

し
ょ
う
と
う

へ
ん
ぽ
ん

が
乗
艦
「
龍
田
」
の
前
部
檣
塔
に
翩
翻
と
翻
る
司
令
旗

に
も
何
か
一
抹
の
不
安
感
が
伺
わ
れ
た
が
、
は
る
か
水
平

線
に
ま
で
連
な
る
大
船
団
に
は
一
応
の
威
容
も
感
じ
ら
れ

る
。し

か
し
折
か
ら
相
模
湾
を
出
た
直
後
か
ら
敵
潜
水
艦
の

追
跡
が
始
ま
り
、
敵
潜
水
艦
同
士
の
隊
内
電
話
が
暗
号
で

な
く
生
放
送
で
入
る
始
末
で
、
手
ぐ
す
ね
引
い
て
待
ち
構

え
る
敵
潜
水
艦
の
様
子
が
次
々
と
入
る
報
告
が
想
像
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
船
団
の
前
途
多
難
が
想
像
さ
れ
、

対
潜
水
艦
警
戒
の
た
め
の
「
之
の
字
運
動
」
を
し
な
が
ら

の
航
行
も
、
こ
の
よ
う
な
鈍
足
船
団
で
は
敵
潜
水
艦
に
と

っ
て
は
絶
好
の
餌
食
の
は
ず
、
護
衛
艦
の
苦
労
は
大
変
な

も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
夜
は
、
ど
う
に
か
敵
潜
水
艦
の
巣
窟
も
突

破
し
、
十
二
日
の
夜
明
け
を
迎
え
、
や
や
安
堵
し
た
。
し

か
し
敵
の
潜
水
艦
に
対
す
る
情
報
は
、
ま
す
ま
す
多
く
な

り
、
見
張
り
と
警
戒
は
一
層
厳
し
く
な
る
。
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龍
田
遭
難

翌
十
三
日
の
夜
半
、
見
張
り
当
直
中
、
右
舷
真
横
約
二

〜
三
百
メ
ー
ト
ル
付
近
で
、
一
瞬
夜
目
に
も
白
く
飛
沫
を

上
げ
た
魚
雷
ら
し
き
尾
を
発
見
し
た
。「
雷
跡
ら
し
き
も

の
右
九
〇
度
近
い
！
」
と
報
告
と
共
に
、
航
海
長
の
転
舵

の
処
置
が
取
ら
れ
る
。
し
か
し
及
ば
ず
右
舷
中
部
主
機
関

室
辺
り
に
魚
雷
一
発
が
命
中
、
轟
然
と
赤
い
炎
が
吹
き
上

が
る
。
遂
に
米
潜
水
艦
「
サ
ン
ド
ラ
ン
ス
」
の
餌
食
と
な

り
、
や
が
て
高
々
と
昇
っ
て
い
た
紅
蓮
の
炎
が
夜
目
に
も

は
っ
き
り
、
ド
ス
黒
い
海
水
に
代
わ
り
崩
れ
落
ち
て
く
る
。

甲
板
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
、
目
に
は
た
だ
炎
の
色
が
青
白

く
、
や
が
て
赤
く
映
っ
て
い
た
。

そ
の
う
ち
艦
内
は
停
電
し
、
漆
黒
の
闇
と
な
っ
た
。
艦

橋
で
は
司
令
官
や
艦
長
の
指
示
が
、
次
々
と
矢
継
ぎ
早
に

伝
達
さ
れ
、
や
や
あ
っ
て
浸
水
も
よ
う
や
く
少
な
く
な
り
、

適
切
な
応
急
処
置
に
よ
り
、
そ
の
痕
も
沈
没
す
る
ま
で
の

数
時
間
を
持
ち
こ
た
え
た
。

第
十
一
水
雷
戦
隊
司
令
部
が
駆
逐
艦
に
移
乗
し
、
再
び

船
団
の
最
先
端
に
駆
け
去
っ
て
い
く
。

艦
橋
で
は
各
科
よ
り
情
況
報
告
が
あ
り
、
前
後
部
に
敵

魚
雷
三
発
が
命
中
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
戦
死
者
は
、
僅

か
三
人
と
記
憶
し
て
お
り
、
艦
橋
で
も
、
あ
の
よ
う
な
爆

風
に
あ
お
ら
れ
た
が
負
傷
者
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
後
刻
、

艦
の
沈
没
時
の
死
傷
者
は
三
十
人
程
度
と
い
わ
れ
た
。

「
龍
田
」
の
被
雷
後
、
や
や
あ
っ
て
、
は
る
か
離
れ
た

地
点
で
爆
発
の
轟
音
が
あ
り
、
赤
々
と
炎
を
吹
き
上
げ
な

が
ら
逆
立
ち
し
て
沈
み
行
く
大
型
輸
送
船
が
あ
る
。
よ
う

や
く
夜
明
け
も
近
い
付
近
の
海
域
に
は
、
ま
だ
敵
潜
水
艦

が
潜
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
駆
逐
艦
は
懸
命
の
索

敵
を
行
い
、
こ
こ
と
思
わ
れ
る
海
中
に
爆
雷
攻
撃
を
集
中

し
て
い
る
。
や
が
て
浮
き
上
が
る
油
膜
を
確
認
し
て
船
団

の
後
を
追
っ
て
ゆ
く
。

ば
っ
こ

敵
潜
水
艦
の
跋
扈
す
る
海
域
に
た
だ
一
隻
漂
う「
龍
田
」、

し
か
し
や
が
て
被
雷
か
ら
数
十
時
間
を
経
て
、
懸
命
の
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
激
に
右
舷
の
傾
斜
が
始
ま
り
、

遂
に
艦
長
の
「
総
員
退
去
！
」
の
発
令
と
な
っ
た
。

乗
組
員
は
傾
斜
の
甚
だ
し
い
艦
腹
を
走
り
、
次
々
と
春

未
だ
早
い
太
平
洋
の
冷
た
い
海
中
に
飛
び
込
ん
で
ゆ
く
。
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寒
い
気
候
で
あ
る
た
め
、
肌
着
を
十
分
に
着
込
み
、
外
套

や
靴
ま
で
身
に
着
け
て
の
海
中
へ
の
飛
込
み
で
あ
る
。

こ
の
地
点
は
八
丈
島
西
方
六
十
マ
イ
ル
、「
龍
田
」
は

艦
首
を
上
に
持
ち
上
げ
、
艦
尾
よ
り
轟
音
と
と
も
に
水
蒸

気
を
吹
き
上
げ
な
が
ら
海
中
に
沈
ん
で
ゆ
く
。

誰
か
ら
と
も
な
く
重
油
で
真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
、
体

を
「
龍
田
」
に
向
け
て
「
海
行
か
ば
」
を
歌
う
声
が
、
あ

ち
こ
ち
の
波
間
か
ら
聞
こ
え
る
。
皆
「
龍
田
」
に
敬
礼
し

な
が
ら
、
片
手
で
泳
い
で
い
る
。

数
時
間
も
た
っ
た
こ
ろ
、
呉
か
ら
駆
け
つ
け
た
駆
逐
艦

に
救
助
さ
れ
、
横
須
賀
海
軍
砲
術
学
校
に
収
容
さ
れ
、
そ

の
後
、
舞
鶴
海
兵
団
へ
帰
っ
た
。

厚
木
海
軍
航
空
隊
と
終
戦

昭
和
十
九
年
四
月
、
厚
木
海
軍
航
空
基
地
、
第
一
〇
八

一
航
空
隊
勤
務
と
な
っ
た
。
や
が
て
米
軍
の
空
襲
が
始
ま

り
、
戦
闘
激
化
と
共
に
部
隊
の
一
部
が
霞
ヶ
浦
派
遣
隊
と

し
て
土
浦
に
進
出
し
た
。
こ
れ
に
参
加
し
て
約
半
年
で
終

戦
を
迎
え
、
こ
こ
か
ら
復
員
と
な
る
。

顧
み
て
、
我
が
海
軍
生
活
は
、
大
東
亜
戦
争
遂
行
に
際

し
て
、
艱
難
辛
苦
、
よ
う
や
く
仕
上
が
っ
た
最
も
使
い
こ

ろ
の
兵
隊
で
あ
っ
た
と
、
自
負
し
て
い
る
。

し
か
し
我
が
戦
友
の
多
く
は
、
た
だ
祖
国
を
守
る
た
め

な
ん
め
い

に
南
溟
に
、
ま
た
北
洋
に
と
崇
高
な
精
神
で
散
華
し
て
い

っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
今
日
、
こ
の
よ
う
な
幸
多
き
日
々

を
送
っ
て
い
ら
れ
る
こ
と
が
、
た
だ
た
だ
感
謝
あ
る
の
み

で
あ
る
。

【
解

説
】

筆
者
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
七
月
、
富
山
県
婦
負

郡
宮
川
村
生
ま
れ
、
当
時
の
家
族
は
、
祖
父
母
、
父
母
、

姉
二
人
、
筆
者
は
男
三
人
の
次
男
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
五
年
一
月
、
呉
海
兵
団
に
入
団
、
同
十
一
月
、

海
防
艦
「
国
後
」
に
赴
任
す
る
。

海
防
艦
「
国
後
」
は
昭
和
十
五
年
十
一
月
、
日
本
鋼
管

の
造
船
所
で
竣
工
、
舞
鶴
鎮
守
府
、
大
湊
要
港
部
な
ど
に

編
入
さ
れ
、
同
十
六
年
十
一
月
、
単
冠
湾
に
到
着
、
太
平

洋
戦
争
開
戦
時
の
機
動
部
隊
入
港
に
備
え
て
の
地
域
の
移

動
哨
戒
の
任
務
に
従
事
す
る
。
十
二
月
八
日
の
開
戦
後
は
、

１３８



津
軽
防
備
隊
と
し
て
津
軽
海
峡
の
海
上
交
通
の
保
護
に
従

事
し
て
い
る
。

筆
者
の
乗
艦
し
た
の
は
「
国
後
」
の
艤
装
を
終
え
て
間

も
な
い
時
期
で
、
以
降
、
太
平
洋
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た

連
合
艦
隊
の
単
冠
湾
集
結
の
哨
戒
任
務
を
体
験
し
て
い
る
。

「
国
後
」
は
、
以
後
、
千
島
方
面
防
備
隊
と
な
り
、
千

島
方
面
海
域
の
防
衛
任
務
に
付
き
、
さ
ら
に
昭
和
十
七
年

六
月
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
攻
略
作
戦
に
協
力
、
同
十
八
年

の
キ
ス
カ
撤
収
作
戦
に
も
参
加
し
て
い
る
。

筆
者
は
同
十
八
年
二
月
、
航
海
学
校
高
等
科
気
象
学
に

入
学
、
同
八
月
、
同
練
習
生
を
卒
業
し
て
、
今
度
は
、
軽

巡
洋
艦
「
龍
田
」
に
配
属
と
な
る
。

軽
巡
洋
艦
「
龍
田
」
は
大
正
八
年
の
完
成
で
、
基
準
排

水
量
三
、
二
三
三
ト
ン
、
一
四
セ
ン
チ
砲
四
門
、
五
三
セ

ン
チ
魚
雷
発
射
管
を
六
門
を
備
え
る
巡
洋
艦
で
あ
っ
た
。

大
平
洋
戦
争
開
戦
時
の
「
龍
田
」
は
、
僚
艦
「
天
龍
」

と
共
に
ウ
ェ
ー
ク
島
攻
略
作
戦
、
ビ
ス
マ
ル
ク
海
戦
、
ラ

エ
・
サ
ラ
モ
ア
上
陸
支
援
作
戦
な
ど
ソ
ロ
モ
ン
海
域
で
の

作
戦
に
従
事
し
て
い
る
。

筆
者
の
乗
艦
し
た
昭
和
十
八
年
の
四
月
、「
龍
田
」
は

第
十
一
水
雷
戦
隊
の
旗
艦
と
な
っ
て
、
内
地
に
あ
っ
て
教

育
訓
練
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
以
後
、
戦
局
の
逼
迫
に
よ

り
、
昭
和
十
九
年
二
月
以
降
は
、
体
験
記
に
も
あ
る
よ
う

に
、
ト
ラ
ッ
ク
島
方
面
へ
の
陸
軍
部
隊
の
輸
送
に
当
た
っ

て
い
る
。

こ
の
輸
送
作
戦
時
の
三
月
十
三
日
、
木
更
津
沖
を
出
航
、

八
丈
島
西
方
四
十
カ
イ
リ
に
差
し
掛
か
っ
た
と
き
、
米
潜

水
艦
「
サ
ン
ド
ラ
ン
ス
」
の
雷
撃
を
受
け
、
体
験
記
に
記

さ
れ
た
よ
う
に
、
流
れ
た
重
油
で
真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
、

体
を
「
龍
田
」
に
向
け
て
、「
海
行
か
ば
」
を
歌
う
海
軍

軍
人
の
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
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